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令
和
２
年
度
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決
算
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令
和
２
年
度

　事業
報
告
・
決
算
報
告

　
令
和
２
年
度
事
業
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
関
す
る
感
染
予
防
、
発
生
時
対
応
な
ど
災
害
を

想
定
し
、
地
域
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
困
難
な
状
況
に
お
い
て
も
事
業
継
続
又
は
再
開
で
き
る
よ
う

様
々
な
体
制
の
構
築
に
取
組
ん
だ
1
年
で
あ
っ
た
。
新
た
な
試
み
と
し
て
出
張
研
修
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
や
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
ウ
エ
ブ
面
会
な
ど
I
C
T
の
積
極
的
な
導
入
に
よ
り
、
革
新
的
な
業

務
改
善
と
効
率
化
に
繋
が
っ
た
。

　
事
業
課
題
で
あ
る
土
肥
・
戸
田
地
区
に
お
け
る
持
続
可
能
な
事
業
継
続
の
構
築
を
目
的
と
し
た

柱
の
一
つ
に
介
護
人
材
の
不
足
の
対
応
が
あ
る
が
入
居
系
職
員
の
一
部
兼
務
化
を
進
め
、
緊
急
時

に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
勤
務
体
制
の
仕
組
み
を
つ
く
り
、
利
用
者
の
安
定
的
な
生
活
を
維
持
す

る
た
め
に
、
業
務
の
標
準
化
に
向
け
た
評
価
と
改
善
を
重
ね
て
き
た
。
ま
た
地
域
課
題
で
あ
る
高

齢
者
を
支
え
る
共
助
の
仕
組
み
に
つ
い
て
N
P
O
立
上
げ
を
後
方
支
援
し
、
社
会
福
祉
法
人
の
責

務
で
あ
る
地
域
貢
献
活
動
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
経
営
的
な
側
面
で
は
土
肥
ホ
ー

ム
会
計
拠
点
に
戸
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
会
計
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
会
計
業
務
の
集
約
と
一
括

管
理
に
繋
げ
た
。

　
設
備
更
新
で
は
国
の
助
成
を
受
け
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
関
す
る
感
染
対
策
設
備
と
衛
生
用
品
の

拡
充
を
行
っ
た
。
老
朽
化
設
備
で
は
設
備
更
新
計
画
に
則
り
エ
ア
コ
ン
・
非
常
放
送
設
備
・
厨
房

機
器
を
更
新
し
た
。

　
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
た
対
策
を
講
じ
、
再
び
穏
や
か

な
日
常
が
戻
る
こ
と
を
願
っ
て
尚
一
層
、
感
染
対
策
の
強
化
と
ご
利
用
者
様
の
安
心
・
安
全
な
生

活
を
支
え
る
よ
う
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令和2年度　土肥ホーム事業収入

令和2年度　土肥ホーム事業支出

　令和 3 年 4 月より広報誌委員が変わりました！これから、
私たちが「はまゆう」を通じて土肥ホーム・戸田デイサー
ビス等の活動や取り組みをお届けします。掲載してほしい
内容などがありましたら、是非ご意見をお寄せください。
※表紙の「はまゆう」の文字横の花は、土肥ホームの敷地
　内に咲いている「浜木綿（はまゆう）」の花です。

広報誌委員長：佐藤孝之

編 集 後 記
～広報誌委員紹介～～広報誌委員紹介～

佐藤 孝之佐藤 孝之

長倉 真里萌長倉 真里萌

加賀 博樹加賀 博樹

勝呂 留奈勝呂 留奈深水 久美子深水 久美子

　事前に同意をいただいた入所
者及び職員に対する接種を実施。
大きなトラブルなく無事に終わ
りました。

【介護サポーター】
洗濯物の仕分け、

整理等担当してい
ます。お役に立てる
ように頑張ります。

【調理職員】
　利用者様がお食
事を楽しみにして
くれるように頑張
ります。

【介護職員】
　利用者様と毎日
楽しく笑顔で過ご
したいです。

～新人紹介～～新人紹介～ ～コロナウイルス感染対策～～コロナウイルス感染対策～

コロナワクチン接種

※戸田デイ事業の会計を統合表記

　新たな試みとして出張研修や各
種会議のオンライン化など ICTの
積極的な導入をしています。

オンライン研修等

事業活動収入
（介護保険収入等）
535,113千円

施設整備等
補助金収入
6,905千円

その他の収入
35,380千円

人件費支出
372,945千円

事業費支出
79,948千円

事務費支出
29,687千円

固定資産等
取得支出
16,379千円

その他支出
74,711千円

資金収支差額
3,728千円

土肥ホームから
眺める秋の夕日
土肥ホームから
眺める秋の夕日

地域貢献活動地域貢献活動

静岡DWAT（静岡災害派遣
福祉チーム）の活動に参加
※熱海市伊豆山地区に派遣

静岡DWAT（静岡災害派遣
福祉チーム）の活動に参加
※熱海市伊豆山地区に派遣

※BCP（事業継続計画）の策定
　災害などの緊急事態が発生した時に、
　損害を最小限に抑え、事業の継続や
　復旧を図るための計画

※BCP（事業継続計画）の策定
　災害などの緊急事態が発生した時に、
　損害を最小限に抑え、事業の継続や
　復旧を図るための計画

「感染症（新型コロナウイルス）」
「地震・津波」
「風水害」
などの緊急時に備えています！

「感染症（新型コロナウイルス）」
「地震・津波」
「風水害」
などの緊急時に備えています！

平田 典子平田 典子 豊口 由起子豊口 由起子 豊口 アンデルソン 幸雄豊口 アンデルソン 幸雄
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令
和
元
年
度

　事業
報
告・決
算
報
告

　令
和
元
年
度
の
事
業
概
況
は
、
深
刻
化
す
る
今
後
の
介
護
人
材
不
足
の
問
題
に
対
し
、
よ
り
介
護
現
場
に
お
い
て
安

全
性
の
高
い
質
の
向
上
と
、
新
た
な
体
制
構
築
に
む
け
た
仕
組
み
の
導
入
に
着
手
し
た
。
こ
の
仕
組
み
の
一
環
と
し
て

介
護
労
働
の
軽
減
と
し
て
介
護
現
場
に
お
け
る
情
報
共
有
ツ
ー
ル
と
し
て
イ
ン
カ
ム
マ
イ
ク
を
介
護
現
場
に
導
入
し
入

居
ス
タ
ッ
フ
同
士
の
情
報
伝
達
の
効
率
化
を
実
現
さ
せ
た
。
厨
房
で
は
安
定
的
な
食
事
提
供
を
目
的
と
し
た
ク
ッ
ク
チ

ル
製
品
で
の
食
事
提
供
に
移
行
し
た
。

　職
員
体
制
で
は
、
昨
年
度
よ
り
継
続
し
て
き
た
介
護
業
務
の
す
み
わ
け
を
行
い
、
シ
ル
バ
ー
世
代
の
雇
用
体
系
を
確

立
し
、
間
接
業
務
を
行
う
こ
と
で
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
大
い
に
課
題
解
決
に
繋
が
っ
た
。

　ま
た
地
域
課
題
で
あ
る
高
齢
者
生
活
支
援
の
担
い
手
不
足
の
解
消
と
し
て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
主
体
と
な

り
新
た
な
組
織
体
を
発
足
さ
せ
、
法
人
が
後
方
支
援
の
基
盤
を
構
築
し
た
。

　設
備
、
修
繕
に
関
す
る
更
新
で
は
中
長
期
計
画
の
予
定
執
行
と
緊
急
対
策
工
事
で
エ
ア
コ
ン
、
地
盤
沈
下
に
よ
る
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
陥
没
工
事
を
臨
時
的
に
対
応
し
、
開
設
27
年
を
経
過
し
た
老
朽
化
対
応
工
事
が
中
心
と
な
る
整
備
で
あ
っ

た
。
今
後
、
よ
り
緊
急
性
を
考
慮
し
た
中
長
期
計
画
の
見
直
し
と
更
新
の
必
要
性
に
つ
い
て
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
た

一
年
で
あ
っ
た
。
ま
た
今
後
の
設
備
整
備
に
関
し
、資
金
確
保
な
ど
の
必
要
性
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
戸
田
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
は
沼
津
市
の
指
定
管
理
に
基
づ
き
、
随
時
報
告
を
行
っ
た
。

　経
営
全
般
で
は
、
現
状
の
財
務
状
況
を
部
門
間
で
周
知
徹
底
、
経
営
上
の
課
題
や
戦
略
に
つ
い
て
職
員
へ
共
有
、
理

解
へ
繋
が
る
よ
う
全
体
研
修
等
の
場
を
活
用
し
た
。

　今
後
、
令
和
2
年
度
の
事
業
実
施
に
あ
た
り
、
令
和
元
年
度
の
事
業
評
価
と
未
実
施
に
つ
い
て
継
続
し
事
業
実
施
へ

継
続
し
て
盛
り
込
む
も
の
と
す
る
。
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編
集
後
記

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
世
界
中
で

人
々
の
生
活
様
式
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

本
誌
が
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
収
束
し
て
い
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
コ
ロ

ナ
と
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
く
時
代
と
な
り
ま

す
。
w
i
t
h
コ
ロ
ナ
と
い
う
観
点
か
ら
、
今

号
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
感
染
対
策
と
同
時
に
、
ま
だ
ま
だ
熱
中
症
予

防
に
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
季
節
で

す
。
コ
ロ
ナ
の
発
生
を
通
し
て
今
、
人
々
が
健

康
で
あ
る
こ
と
は
か
け
が
え
の
な
い
こ
と
だ
と

改
め
て
感
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

堤

　
明
子

２P：新しい生活様式の実践風景
３P：部署紹介　GH菜の花編
４P：事業報告・決算報告
　   ：土肥ホームの感染対策
　   ：新人紹介
　   ：編集後記

も く じも く じ

第82号 秋晴号秋晴号第83号 令和2年5月20日発行令和２年9月17日発行秋晴号

は　　ま　　ゆ　　う
テーマ

～ 新しい生活様式  ～

　病棟勤務を経て土肥ホームへ来ました。
海と山に囲まれた土肥が好きです。利用者
が穏やかに過ごせるようにサポートしてい
きたいと思います。よろしくお願いします。

土肥ホームの感染対策
　未だ衰える気配のない見えない敵に対して「利用者の安全・安心な生活」を提供するため、日々感染予防
対策を行っています。うがい・手洗いは勿論の事、定時の換気や館内の消毒、席の間隔を空けて３密回避を
厳守しています。
　職員に対しては、会議・研修は web で開催又は、少人数制で複数開催、不要不急の外出自粛、現場長は
各職員の健康観察表と行動記録票の管理、やむを得ない県外への外出は事前に現場長へ報告を行っています。
　ご利用者に対しては、活動・食事前の手指消毒と食事後の口腔ケア、対面での面会を中止しオンラインで
の面会をお願いしています。
　引き続き健康観察を行い、今は｢コロナ」が一日も早く終息する事を願っています。

熱中症予防対策

こまめな水分補給

体温測定・健康チェック

人との間隔が２ｍ以上
取れている所では
マスクを外す

新 人 紹 介

戸田デイサービスの日々 検索検索 土肥ホームの日々 検索検索

土肥ホーム戸田デイサービス

土肥・戸田 ホームページ

　ホームページでは日常の様子や出来事、様々な
取り組み等も公開中。是非、ご覧下さい。

土肥ホーム
令和元年度 事業支出

事業活動収入
（介護保険収入等）
57,726千円

令和元年度 事業支出 令和元年度 事業収入

戸田デイサービス

人件費支出
342,521千円

事業費支出
63,979千円

事務費支出
32,059千円

固定資産等
取得支出
15,695千円

その他支出
32,569千円 資金収支差額

5,359千円

令和元年度 事業収入

事業活動収入
（介護保険収入等）
467,112千円

施設整備等
補助金収入
5,000千円

その他の収入
20,070千円

人件費支出
38,294千円

事業費支出
10,628千円

事務費支出
3,931千円

その他支出
3,415千円 その他収入

103千円
資金収支差額
1,561千円

土肥ホーム
看護職

鈴木　彩華

入職日　令和２年５月11日

　ご利用者の皆様が笑顔で過ごして頂ける
よう努めて参ります。そして、少しでも早
くお役に立てるよう日々努力いたします。
宜しくお願いいたします。

グループホーム
菜の花ホーム
介護職員

勝呂　陽子

入職日　令和２年4月1日

特養
オンライン面会の様子

土肥デイサービス
送迎時の手指消毒
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三者で覚書締結三者で覚書締結

社会福祉協議会が主体となり、赤い羽
根共同募金の助成を受け、発電機やス
コップ等の資機材及びその保管用の倉
庫の引き渡しを受けました。

認知症介護のポイントは、
「説得より納得、指摘・議論せず、怒らないこと」

災害ボランティア用活動資機材倉庫
土肥ホームの敷地内に設置！

土肥デイサービスご利用者の作品
縦80cm 横180cmの巨大な貼り絵

福室茂様より正月飾りを頂きました！

～地域と連携し災害への対応力強化～

左から 土肥ホーム福室施設長、
小土肥連合区勝呂会長、伊豆市社協飯田会長

みしま岡クリニック岡考院長（認知症学会専門医）を
お招きし地域住民、介護医療職を対象に開催しました

土肥包括主催

認知症講演会令和4年は寅年！令和4年は寅年！
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新しい
日常に向けて
新しい

日常に向けて

春の風に誘われて外出行事

ボランティアの受入れ再開
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迎春
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延年転寿 100歳を超える
ご長寿の皆様の笑顔

素敵です
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土肥ホーム

獅子舞が施設内を練り歩き、邪気を祓いました。

菜の花
ホーム

雛祭り行事では、お雛さまを模したクレープをいただき
ました。

戸田
デイサービス

川添いに咲く満開の桜を見にいきました。

いきいき
クラブ

「コーロスマイル」の皆さんがコーラスを披露してくれ
ました。

菜の花
ホーム

春の陽気に誘われて、津波避難複合施設
「テラッセ　オレンジ　トイ」へ出掛けてきました。

土肥ホーム

土肥ホームトピックス

あらたに理学療法士が入職し、日常生活の中に身体を
動かす機会を取り入れています。

福利厚生

法人の設立記念日に合わせて、永年勤続及び業務優秀（団体）
表彰をいただきました。

土肥ホーム

100号記念
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地域のみなさまに愛されて
発　行：社会福祉法人信愛会
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住　所：〒410-3301 静岡県伊豆市小土肥787-2
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戸田デイサービスセンター
住　所：〒410-3402 静岡県沼津市戸田1575-1
電　話：0558-94-5550

令
和
８
年
度 

事
業
計
画

　
令
和
８
年
度
の
事
業
計
画
の
要
と
し
て
、
地
域
在
宅
高
齢

者
の
生
活
を
継
続
し
て
い
く
事
を
目
的
と
し
た
従
来
の
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
柔
軟
に
補
完
す
る
新
た
な
独
自
の
自
主
事

業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
福
祉
資
源
が
限
定
さ
れ
る
地
域

に
お
い
て
継
ぎ
目
の
な
い
高
齢
者
の
生
活
に
密
着
し
た
独
自

サ
ー
ビ
ス
を
拠
点
サ
ー
ビ
ス
な
ら
で
は
の
高
齢
者
の
生
活
に

密
着
し
、
生
活
上
の
ニ
ー
ズ
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
実
際
の
サ
ー

ビ
ス
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
土
肥
ホ
ー
ム
の
専
門
集

団
と
し
て
付
加
価
値
を
高
め
、
広
域
に
発
信
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
た
周
囲
の
関
係
団
体
に
向
け
た
研
修
活
動
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
人
材
確
保
の
課
題
で
は
、
外
国

人
介
護
職
の
長
期
的
な
定
着
の
た
め
に
雇
用
体
制
の
整
備
や

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
浸
透
な
ど
、
外
国
人
介
護
職
の
介
護
力

が
十
分
に
介
護
現
場
で
最
大
限
活
用
さ
れ
る
よ
う
教
育
と
職

場
環
境
整
備
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
継
続
的
な
取
組
と
し
て
介
護
Ｄ
Ｘ
の
深
化
で
は
、
内
部
的
な

活
用
の
幅
を
広
げ
広
域
的
な
利
用
者
家
族
や
事
業
所
間
な
ど
で

情
報
共
有
や
活
用
を
更
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
物
価
高
騰
や
賃
上
げ
、
人
材
紹
介
料
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
経
費

が
増
大
し
、
経
営
状
況
が
逼
迫
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、

老
朽
化
施
設
の
設
備
更
新
や
利
用
者
の
生
活
環
境
の
改
善
、
職

員
の
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
な
ど
中
長
期
的
に
設
備
整
備
の

更
新
の
実
現
の
た
め
に
、
安
定
経
営
に
む
け
た
収
益
性
を
高
め
、

経
営
力
強
化
の
た
め
新
た
な
自
主
事
業
展
開
、
部
門
間
で
空
所

ベ
ッ
ド
を
最
小
化
に
し
て
い
く
綿
密
な
サ
ー
ビ
ス

部
門
を
跨
い
だ
調
整
な
ど
、
更
に
経
営
安
定

の
た
め
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
防
災
関
係
で
は
新
た
に
実
践
的
な
Ｂ
Ｃ
Ｐ

取
組
の
た
め
専
門
部
会
を
創
出
し
ま
し
た
。

福
室

　悦
子

施
設
長

土
肥
ホ
ー
ム
・

戸
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

土肥・戸田 ホームページ

土肥ホームの日々 検索検索戸田デイサービスの日々 検索検索

ホームページでは日常の様子や出来事、
様々な取り組み等も公開中。是非、ご覧下さい。

戸田デイサービス 土肥ホーム

編 集 後 記

ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら

よ
う
こ
そ
♪

私はティンともうします。特養
で働くことができて、とても嬉
しいです。利用者様に優しく、
安心して生活できるようにサ
ポートしたいです。まだ、日本
語が分からない事も多いですが、
先輩方から多くのことを学んで
一生懸命勉強して頑張ります。
どうぞよろしくお願いいたします。

私は特養で働くことができてとて
も嬉しいです。利用者様一人一人
に優しく、安心して過ごしていた
だけるように頑張りたいと思いま
す。また、先輩方からたくさん
学びながら、自分のスキルを高
めていきたいです。いつも笑顔
を忘れず、一生懸命働きます。
よろしくお願いいたします。

２人ともに３月から土肥ホームで勤務中。皆さん、よろしくお願いします。

THIN THIN MYATさん と MAY ZIN SOEさん
（ティン ティン ミャッ） （メイ ジン ソー）

令和８年４月 採用分

山口 美穂
（土肥事務職員）

内原 さなえ
（土肥ホーム理学療法士）

第100号

「はまゆう」は、平成７年の創刊から数えて31年、歴代の広報委員会から
バトンを引き継ぎ、今号で記念すべき100号を迎えることができました。
「はまゆうのあゆみ」の特集では、手書きの創刊号から始まり節目の各
号を振り返りましたが、大変感慨深く感じています。次号101号からも皆
様と施設を繋ぐ架け橋として、日常生活の様子やたくさんの笑顔をお伝
えし、より充実した誌面をお届けしていきます。 （広報誌部会一同）

土肥ホーム菜園にて、ナスやキュウリ、オクラなどの
夏野菜の苗植えを行いました。
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～地域とともに歩んだ３０年～
30周年土肥ホーム創立

委員会活動委員会活動

住み慣れた土肥で
いつまでも元気に
過ごしていただけ
るよう、毎日足を運
びたくなるような安
心と心地よさのあ
るデイサービスを
目指して取り組ん
でまいります。

ご利用者の皆さ
ま一人ひとりに寄
り添い、笑顔で
日々穏やかに、安
心した暮らしを大
切に支えていきた
いと思います。

利用者さまが「ここ
に来てよかった」と
感じられる温かい
居場所をつくりま
す。笑顔と交流を
大切に、穏やかな
日々を支えてまい
ります。

ICTを活用し業務
を効率化しご利用
者とご家族に寄り
添う時間を確保。
地域資源が少ない
中でも関係機関と
連携し、住み慣れ
た暮らしを支える
ケアプランを届け
ます。

ご家族とのつなが
りを大切にしなが
ら、安心してショー
トステイをご利用
いただける環境づ
くりに努めてまい
ります。

地域の皆さんとの
つながりを深め、
気づいた困りごと
を共有し、地域を
支える方々と協力
しながら活動や
支え合いを進めて
いきます。

住み慣れた家で、
いつまでも生活で
きるようその人の
ニーズに合わせて
支援していきたい
と思います。

地域の皆様が安心
して生活できるよ
う、利用しやすい
サービスと働きや
すい職場環境を両
立させ、職員全員
が力を合わせて持
続可能な事業運営
と地域貢献に邁進
して参ります。

皆様の健康と笑顔
の為、安心・安全
なバランスの整っ
た美味しい食事作
りに努めて参りま
す。心を込め丁寧
に調理し、温かい
「おもてなし」の
気持ちで料理をお
届けします。

外国人職員も増え、
今まで以上に馴染
みやすい環境づく
りに努め、これま
でと変わらず安心
してお任せいただ
けるよう取り組ん
でまいります。

令
和
２
年
度

　
事
業
報
告
・
決
算
報
告

令
和
２
年
度

　
事
業
報
告
・
決
算
報
告

　
令
和
２
年
度
事
業
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
関
す
る
感
染
予
防
、
発
生
時
対
応
な
ど
災
害
を

想
定
し
、
地
域
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
困
難
な
状
況
に
お
い
て
も
事
業
継
続
又
は
再
開
で
き
る
よ
う

様
々
な
体
制
の
構
築
に
取
組
ん
だ
1
年
で
あ
っ
た
。
新
た
な
試
み
と
し
て
出
張
研
修
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
や
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
ウ
エ
ブ
面
会
な
ど
I
C
T
の
積
極
的
な
導
入
に
よ
り
、
革
新
的
な
業

務
改
善
と
効
率
化
に
繋
が
っ
た
。

　
事
業
課
題
で
あ
る
土
肥
・
戸
田
地
区
に
お
け
る
持
続
可
能
な
事
業
継
続
の
構
築
を
目
的
と
し
た

柱
の
一
つ
に
介
護
人
材
の
不
足
の
対
応
が
あ
る
が
入
居
系
職
員
の
一
部
兼
務
化
を
進
め
、
緊
急
時

に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
勤
務
体
制
の
仕
組
み
を
つ
く
り
、
利
用
者
の
安
定
的
な
生
活
を
維
持
す

る
た
め
に
、
業
務
の
標
準
化
に
向
け
た
評
価
と
改
善
を
重
ね
て
き
た
。
ま
た
地
域
課
題
で
あ
る
高

齢
者
を
支
え
る
共
助
の
仕
組
み
に
つ
い
て
N
P
O
立
上
げ
を
後
方
支
援
し
、
社
会
福
祉
法
人
の
責

務
で
あ
る
地
域
貢
献
活
動
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
経
営
的
な
側
面
で
は
土
肥
ホ
ー

ム
会
計
拠
点
に
戸
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
会
計
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
会
計
業
務
の
集
約
と
一
括

管
理
に
繋
げ
た
。

　
設
備
更
新
で
は
国
の
助
成
を
受
け
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
関
す
る
感
染
対
策
設
備
と
衛
生
用
品
の

拡
充
を
行
っ
た
。
老
朽
化
設
備
で
は
設
備
更
新
計
画
に
則
り
エ
ア
コ
ン
・
非
常
放
送
設
備
・
厨
房

機
器
を
更
新
し
た
。

　
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
た
対
策
を
講
じ
、
再
び
穏
や
か

な
日
常
が
戻
る
こ
と
を
願
っ
て
尚
一
層
、
感
染
対
策
の
強
化
と
ご
利
用
者
様
の
安
心
・
安
全
な
生

活
を
支
え
る
よ
う
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令和2年度　土肥ホーム事業収入

令和2年度　土肥ホーム事業支出

　令和 3 年 4 月より広報誌委員が変わりました！これから、
私たちが「はまゆう」を通じて土肥ホーム・戸田デイサー
ビス等の活動や取り組みをお届けします。掲載してほしい
内容などがありましたら、是非ご意見をお寄せください。
※表紙の「はまゆう」の文字横の花は、土肥ホームの敷地
　内に咲いている「浜木綿（はまゆう）」の花です。

広報誌委員長：佐藤孝之

編 集 後 記
～広報誌委員紹介～～広報誌委員紹介～

佐藤 孝之佐藤 孝之

長倉 真里萌長倉 真里萌

加賀 博樹加賀 博樹

勝呂 留奈勝呂 留奈深水 久美子深水 久美子

　事前に同意をいただいた入所
者及び職員に対する接種を実施。
大きなトラブルなく無事に終わ
りました。

【介護サポーター】
洗濯物の仕分け、

整理等担当してい
ます。お役に立てる
ように頑張ります。

【調理職員】
　利用者様がお食
事を楽しみにして
くれるように頑張
ります。

【介護職員】
　利用者様と毎日
楽しく笑顔で過ご
したいです。

～新人紹介～～新人紹介～ ～コロナウイルス感染対策～～コロナウイルス感染対策～

コロナワクチン接種

※戸田デイ事業の会計を統合表記

　新たな試みとして出張研修や各
種会議のオンライン化など ICTの
積極的な導入をしています。

オンライン研修等

事業活動収入
（介護保険収入等）
535,113千円

施設整備等
補助金収入
6,905千円

その他の収入
35,380千円

人件費支出
372,945千円

事業費支出
79,948千円

事務費支出
29,687千円

固定資産等
取得支出
16,379千円

その他支出
74,711千円

資金収支差額
3,728千円

土肥ホームから
眺める秋の夕日
土肥ホームから
眺める秋の夕日

地域貢献活動地域貢献活動

静岡DWAT（静岡災害派遣
福祉チーム）の活動に参加
※熱海市伊豆山地区に派遣

静岡DWAT（静岡災害派遣
福祉チーム）の活動に参加
※熱海市伊豆山地区に派遣

※BCP（事業継続計画）の策定
　災害などの緊急事態が発生した時に、
　損害を最小限に抑え、事業の継続や
　復旧を図るための計画

※BCP（事業継続計画）の策定
　災害などの緊急事態が発生した時に、
　損害を最小限に抑え、事業の継続や
　復旧を図るための計画

「感染症（新型コロナウイルス）」
「地震・津波」
「風水害」
などの緊急時に備えています！

「感染症（新型コロナウイルス）」
「地震・津波」
「風水害」
などの緊急時に備えています！

平田 典子平田 典子 豊口 由起子豊口 由起子 豊口 アンデルソン 幸雄豊口 アンデルソン 幸雄
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令
和
元
年
度

　
事
業
報
告・決
算
報
告

　
令
和
元
年
度
の
事
業
概
況
は
、
深
刻
化
す
る
今
後
の
介
護
人
材
不
足
の
問
題
に
対
し
、
よ
り
介
護
現
場
に
お
い
て
安

全
性
の
高
い
質
の
向
上
と
、
新
た
な
体
制
構
築
に
む
け
た
仕
組
み
の
導
入
に
着
手
し
た
。
こ
の
仕
組
み
の
一
環
と
し
て

介
護
労
働
の
軽
減
と
し
て
介
護
現
場
に
お
け
る
情
報
共
有
ツ
ー
ル
と
し
て
イ
ン
カ
ム
マ
イ
ク
を
介
護
現
場
に
導
入
し
入

居
ス
タ
ッ
フ
同
士
の
情
報
伝
達
の
効
率
化
を
実
現
さ
せ
た
。
厨
房
で
は
安
定
的
な
食
事
提
供
を
目
的
と
し
た
ク
ッ
ク
チ

ル
製
品
で
の
食
事
提
供
に
移
行
し
た
。

　
職
員
体
制
で
は
、
昨
年
度
よ
り
継
続
し
て
き
た
介
護
業
務
の
す
み
わ
け
を
行
い
、
シ
ル
バ
ー
世
代
の
雇
用
体
系
を
確

立
し
、
間
接
業
務
を
行
う
こ
と
で
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
大
い
に
課
題
解
決
に
繋
が
っ
た
。

　
ま
た
地
域
課
題
で
あ
る
高
齢
者
生
活
支
援
の
担
い
手
不
足
の
解
消
と
し
て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
主
体
と
な

り
新
た
な
組
織
体
を
発
足
さ
せ
、
法
人
が
後
方
支
援
の
基
盤
を
構
築
し
た
。

　
設
備
、
修
繕
に
関
す
る
更
新
で
は
中
長
期
計
画
の
予
定
執
行
と
緊
急
対
策
工
事
で
エ
ア
コ
ン
、
地
盤
沈
下
に
よ
る
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
陥
没
工
事
を
臨
時
的
に
対
応
し
、
開
設
27
年
を
経
過
し
た
老
朽
化
対
応
工
事
が
中
心
と
な
る
整
備
で
あ
っ

た
。
今
後
、
よ
り
緊
急
性
を
考
慮
し
た
中
長
期
計
画
の
見
直
し
と
更
新
の
必
要
性
に
つ
い
て
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
た

一
年
で
あ
っ
た
。
ま
た
今
後
の
設
備
整
備
に
関
し
、資
金
確
保
な
ど
の
必
要
性
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
戸
田
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
は
沼
津
市
の
指
定
管
理
に
基
づ
き
、
随
時
報
告
を
行
っ
た
。

　
経
営
全
般
で
は
、
現
状
の
財
務
状
況
を
部
門
間
で
周
知
徹
底
、
経
営
上
の
課
題
や
戦
略
に
つ
い
て
職
員
へ
共
有
、
理

解
へ
繋
が
る
よ
う
全
体
研
修
等
の
場
を
活
用
し
た
。

　
今
後
、
令
和
2
年
度
の
事
業
実
施
に
あ
た
り
、
令
和
元
年
度
の
事
業
評
価
と
未
実
施
に
つ
い
て
継
続
し
事
業
実
施
へ

継
続
し
て
盛
り
込
む
も
の
と
す
る
。

発　行：社会福祉法人信愛会
　　　　土肥ホーム
住　所：〒410-3301　静岡県伊豆市小土肥787-2
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編
集
後
記

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
世
界
中
で

人
々
の
生
活
様
式
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

本
誌
が
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
収
束
し
て
い
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
コ
ロ

ナ
と
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
く
時
代
と
な
り
ま

す
。
w
i
t
h
コ
ロ
ナ
と
い
う
観
点
か
ら
、
今

号
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
感
染
対
策
と
同
時
に
、
ま
だ
ま
だ
熱
中
症
予

防
に
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
季
節
で

す
。
コ
ロ
ナ
の
発
生
を
通
し
て
今
、
人
々
が
健

康
で
あ
る
こ
と
は
か
け
が
え
の
な
い
こ
と
だ
と

改
め
て
感
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

堤

　
明
子

２P：新しい生活様式の実践風景
３P：部署紹介　GH菜の花編
４P：事業報告・決算報告
　   ：土肥ホームの感染対策
　   ：新人紹介
　   ：編集後記
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第82号 秋晴号秋晴号第83号 令和2年5月20日発行令和２年9月17日発行秋晴号

は　　ま　　ゆ　　う
テーマ

～ 新しい生活様式  ～

　病棟勤務を経て土肥ホームへ来ました。
海と山に囲まれた土肥が好きです。利用者
が穏やかに過ごせるようにサポートしてい
きたいと思います。よろしくお願いします。

土肥ホームの感染対策
　未だ衰える気配のない見えない敵に対して「利用者の安全・安心な生活」を提供するため、日々感染予防
対策を行っています。うがい・手洗いは勿論の事、定時の換気や館内の消毒、席の間隔を空けて３密回避を
厳守しています。
　職員に対しては、会議・研修は web で開催又は、少人数制で複数開催、不要不急の外出自粛、現場長は
各職員の健康観察表と行動記録票の管理、やむを得ない県外への外出は事前に現場長へ報告を行っています。
　ご利用者に対しては、活動・食事前の手指消毒と食事後の口腔ケア、対面での面会を中止しオンラインで
の面会をお願いしています。
　引き続き健康観察を行い、今は｢コロナ」が一日も早く終息する事を願っています。

熱中症予防対策

こまめな水分補給

体温測定・健康チェック

人との間隔が２ｍ以上
取れている所では
マスクを外す

新 人 紹 介

戸田デイサービスの日々 検索検索 土肥ホームの日々 検索検索

土肥ホーム戸田デイサービス

土肥・戸田 ホームページ

　ホームページでは日常の様子や出来事、様々な
取り組み等も公開中。是非、ご覧下さい。

土肥ホーム
令和元年度 事業支出

事業活動収入
（介護保険収入等）
57,726千円

令和元年度 事業支出 令和元年度 事業収入

戸田デイサービス

人件費支出
342,521千円

事業費支出
63,979千円

事務費支出
32,059千円

固定資産等
取得支出
15,695千円

その他支出
32,569千円 資金収支差額

5,359千円

令和元年度 事業収入

事業活動収入
（介護保険収入等）
467,112千円

施設整備等
補助金収入
5,000千円

その他の収入
20,070千円

人件費支出
38,294千円

事業費支出
10,628千円

事務費支出
3,931千円

その他支出
3,415千円 その他収入

103千円
資金収支差額
1,561千円

土肥ホーム
看護職

鈴木　彩華

入職日　令和２年５月11日

　ご利用者の皆様が笑顔で過ごして頂ける
よう努めて参ります。そして、少しでも早
くお役に立てるよう日々努力いたします。
宜しくお願いいたします。

グループホーム
菜の花ホーム
介護職員

勝呂　陽子

入職日　令和２年4月1日

特養
オンライン面会の様子

土肥デイサービス
送迎時の手指消毒

はまゆうはまゆう
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三者で覚書締結三者で覚書締結

社会福祉協議会が主体となり、赤い羽
根共同募金の助成を受け、発電機やス
コップ等の資機材及びその保管用の倉
庫の引き渡しを受けました。

認知症介護のポイントは、
「説得より納得、指摘・議論せず、怒らないこと」

災害ボランティア用活動資機材倉庫
土肥ホームの敷地内に設置！

土肥デイサービスご利用者の作品
縦80cm 横180cmの巨大な貼り絵

福室茂様より正月飾りを頂きました！

～地域と連携し災害への対応力強化～

左から 土肥ホーム福室施設長、
小土肥連合区勝呂会長、伊豆市社協飯田会長

みしま岡クリニック岡考院長（認知症学会専門医）を
お招きし地域住民、介護医療職を対象に開催しました

土肥包括主催

認知症講演会令和4年は寅年！令和4年は寅年！
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新しい
日常に向けて
新しい

日常に向けて

春の風に誘われて外出行事

ボランティアの受入れ再開

はまゆう
第94号 令和6年5月22日発行青葉号

発　行：社会福祉法人信愛会
　　　　土肥ホーム
住　所：〒410-3301　静岡県伊豆市小土肥787-2
電　話：0558-98-2900
発行者：福室悦子

　　　　戸田デイサービスセンター
住　所：〒410-3402　静岡県沼津市戸田1575-1
電　話：0558-94-5550

迎春
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延年転寿 100歳を超える
ご長寿の皆様の笑顔

素敵です
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100号記念

はまゆう

地域のみなさまに愛されて

第100号

はまゆうのあゆみ
創刊号

100号

20号

17号

27号

92号

60号

40号

80号

土
肥
ホ
ー
ム
創
立
か
ら
二
年
後
の

平
成
七
年
に
手
書
き
の
創
刊
号
が
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（平
成
七
年
七
月
発
行
）

土
肥
ホ
ー
ム
五
十
床
へ
の
増
床
と

戸
田
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

創
立
の
記
事
が
掲
載

　
　
　
　
　
　
　
　（平
成
十
二
年
四
月
発
行
）

今
号
か
ら
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
版

と
し
て
発
行
（
平
成
十
六
年
十
月
発
行
）

51号

開
設
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

菜
の
花
ホ
ー
ム
の
記
事
が
掲
載

　
　
　
　
　（平
成
二
十
三
年
五
月
発
行
）

秋
の
外
出
行
事
で
の

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
写
真
が

表
紙
を
飾
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　（令
和
元
年
九
月
発
行
）

納
涼
祭
を
は
じ
め
、

い
ろ
い
ろ
な
行
事
の
様
子
が

掲
載
（
平
成
二
十
年
八
月
発
行
）

夏
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
た

土
肥
ホ
ー
ム
納
涼
祭
の
記
事
が
掲
載

　
　
　
　
　
　
　
　（平
成
十
三
年
八
月
発
行
）

土
肥
ホ
ー
ム
創
立
三
十
周
年
記
念
号

と
し
て
発
行
（
令
和
五
年
十
一
月
発
行
）

百
号
記
念
誌
と
し
て
、

今
号
限
定
六
ペ
ー
ジ
で
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　（令
和
八
年
五
月
発
行
）

エ
コ
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
た

エ
コ
活
動
の
記
事
が
掲
載

　
　
　
　
　
　
　（平
成
二
十
五
年
八
月
発
行
）

土肥
デイサービス

リーダー

新谷 裕生

菜の花ホーム

主任

荒川 ゆかり

戸田
デイサービス

主任

浅賀 えみ子

居宅介護
支援センター

主任

佐藤 孝之

ショートステイ

主任

土屋 春奈

地域包括
支援センター

主任

鈴木 千文

ホームヘルプ
サービス

主任

長倉 千景

事務

管理サービス課長

河内 政和

厨房

主任

鈴木 明美

土肥ホーム

主任

土屋 春奈

防災委員会 互助会 広報委員会
HP部会

広報委員会
広報誌部会研修委員会

地域の皆様に愛されて「はまゆう」は 100 号を迎えることができました。

今年度からメンバーが
変わり、新たな気持ちで
活動しています。ホーム
ページやYouTubeで土
肥ホームの様子をご覧
いただけると幸いです。

職員が学び合える環
境を整え、日々の仕事
などに生かせる研修を
目指していきたいと思
います。

広報誌「はまゆう」の編
集・発行を通じて、日常
生活の様子や様々な
取組みなどをお伝えし
ていきます。

互助会は職員の福利厚生の
ための活動をしています。今年
度もコロナ禍の影響が抜けき
らず大きな活動を自粛してい
ますが、そのような状況下でも
職員の皆様に楽しんでいただ
く活動を企画していきます。

毎月の防災訓練を通じて職
員の防災意識を高めるとと
もに、小土肥地区地域防災
協定に基づき住民と連携し
た訓練にも取り組み、地域全
体で災害に備える体制を目
指します。


